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御
来
賓
、協
賛
業
者
、Ｏ
Ｂ
会
員
・
新
Ｏ
Ｂ

会
員
の
皆
様
と
、現
役
会
員
六
十
一
名
、

併
せ
て
百
十
三
名
が
出
席
し
た
。

先
ず
、開
会
に
先
立
ち
ヤ
チ
マ
タ
基
金

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、北
川
会
長
か
ら

京
都
府
神
社
庁
長　

田
中
恆
清
様
に
目
録

が
手
渡
さ
れ
、当
事
業
の
成
果
が
報
告
さ

れ
た
。

次
に
有
持
副
会
長
よ
り
開
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、北
川
会
長
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ

た
。ま
た
会
長
に
よ
る
役
員
紹
介
、来
賓
紹
介
と
続
き
、代
表
し
て
京
都
府
神
社
庁
長

田
中
恆
清
様
よ
り
御
祝
辞
を
頂
戴
し
た
後
、京
都
府
氏
子
青
年
連
合
会
会
長 

橋
本

浩
和
様
の
乾
杯
発
声
に
て
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

懇
親
会
で
は
、新
Ｏ
Ｂ
会
員
、新
入
会
員
の
紹
介
に
て
計
十
一
名
の
新
人
が
自
己
紹

介
を
行
っ
た
。続
い
て
親
睦
委
員
に
よ
る
余
興
が
開
催
さ
れ
、出
席
者
全
員
の
参
加
に

よ
る
逆
ビ
ン
ゴ
大
会
を
行
い
、最
後
ま
で
数
字
の
読
み
上
げ
が
無
か
っ
た
参
加
者
に
景

品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

最
後
に
Ｏ
Ｂ
会
員
よ
り
中
野
忠
雄
先
輩
に
よ
る

万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
、閉
会
の
辞
を
畑
中
副
会
長
が

述
べ
、懇
親
会
は
盛
況
の
内
に
終
了
し
た
。

（
八
坂
神
社　

神
尾　

尚
宏
）

令
和
四
年
七
月
六
日（
水
）午
後
六
時
よ
り
京
都

東
急
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、令
和
四
年
度
定
例
総
会
が

会
員
六
十
一
名
出
席
の
も
と
、マ
ス
ク
着
用
の
厳
守

や
こ
ま
め
な
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
実
施
な
ど
感
染

症
対
策
を
徹
底
し
開
催
さ
れ
た
。

有
持
副
会
長
よ
り
開
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、神
宮

遥
拝
、国
歌
斉
唱
、敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
、物
故

者
に
対
し
て
黙
祷
を
捧
げ
、北
川
会
長
挨
拶
の
後
、

賀
茂
御
祖
神
社
田
中
明
仁
会
員
が
議
長
に
選
出
さ

れ
議
事
に
入
っ
た
。

先
ず
、第
一
号
・
令
和
三
年
度
活
動
報
告
の
件
、第
二
号
・
令
和
三
年
度
決
算
報
告

の
件
、第
三
号
・
監
査
報
告
の
件
が
一
括
で
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。次
に
第
四
号
・
令

和
四
年
度
活
動
方
針（
案
）並
び
に
活
動
計
画（
案
）の
件
、第
五
号
・
令
和
四
年
度
予
算

（
案
）の
件
が
上
程
さ
れ
、各
委
員
長
よ
り
活
動
計
画（
案
）に
つ
い
て
説
明
し
、一
括
で

承
認
さ
れ
た
。第
六
号
・
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
に
関
す
る
件
、第
七
号
・
積
立
金
一

部
取
り
崩
し（
案
）の
件
、第
八
号
・
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
特
別
会
計
予
算（
案
）

の
件
に
つ
い
て
も
、一
括
で
審
議
さ
れ
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

終
わ
り
に
あ
た
り
、恒
例
に
よ
り
会
歌
を
マ
ス
ク
着
用
の
ま
ま
合
唱
さ
れ
、畑
中

副
会
長
よ
り
閉
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
て
、定
例
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

定
例
総
会
に
引
き
続
い
て
、昨
年
一
昨
年
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
為

中
止
さ
れ
て
い
た
懇
親
会
が
、三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。感
染
症
対

策
に
よ
り
、お
酒
の
注
ぎ
回
り
等
は
な
く
、各
自
テ
ー
ブ
ル
に
て
の
交
流
で
は
あ
っ
た
が
、

令
和
四
年
度
定
例
総
会

令
和
四
年
度
定
例
総
会
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令
和
三
年
度
　京
都
府
神
道
青
年
会
活
動
報
告
書

自
　令
和 

三 

年
七
月 

一 

日

至
　令
和 

四 

年
六
月
三
十
日

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

七
月
　
　
三
日

三
日

五
日

五
日

五
日

六
日

六
日

一
四
日

二
〇
日

二
六
日

二
七
日

二
七
日

二
九
日

八
月
　
　
二
日

二
日

三
日

一
〇
日

一
八
日

一
八
日

二
〇
日

二
二
日

二
五
日

二
六
日

二
七
日

二
七
日

三
一
日

三
一
日

九
月
　
　
二
日

三
名

一
名

一
名

二
名

二
〇
名

二
〇
名

五
六
名

八
名

二
名

三
名

八
名

一
〇
名

八
名

一
四
名

一
名

一
名

二
一
名

三
名

一
四
名

一
一
名

六
名

一
〇
名

一
四
名

七
名

一
二
名

九
名

九
名

護
王
神
社

賀
茂
御
祖
神
社

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

石
上
神
宮

賀
茂
別
雷
神
社

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

京
都
府
神
社
庁

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

水
明
社
各
社

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

大
将
軍
八
神
社

賀
茂
別
雷
神
社
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

伊
勢
市
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

伊
勢
市
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

北
野
天
満
宮

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

監
査
会
開
催

氏
子
青
年
連
合
会
年
次
大
会

神
道
政
治
連
盟
京
都
府
本
部
七
十
周
年
記
念
式
典
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
　
石
上
神
宮
奉
納
参
拝

令
和
三
年
度
定
例
総
会
資
料
準
備
作
業

令
和
三
年
度
定
例
総
会
直
前
役
員
会
開
催

令
和
三
年
度
定
例
総
会
開
催

渉
外
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

京
都
女
子
神
職
会
設
立
五
十
周
年
記
念
奉
告
祭
参
列

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
一
回
役
員
会

執
行
部
就
任
退
任
挨
拶
回
り

事
業
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

第
一
回
執
行
部
会
開
催

第
一
回
役
員
会
・
第
一
回
創
立
七
十
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
全
国
協
議
会
神
宮
啓
発
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
宮
研
修
会
参
加

神
道
青
年
全
国
協
議
会
第
三
回
神
宮
啓
発
委
員
会
出
席

組
織
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
関
す
る
勉
強
会
参
加

教
化
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

広
報
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

事
業
委
員
会
　
七
五
三
ポ
ス
タ
ー
写
真
撮
影

親
睦
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

渉
外
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　
　
「
令
和
三
年
度
　
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
」
出
席

事
業
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

第
二
回
執
行
部
会
開
催

組
織
委
員
会
　
機
関
紙
『
洛
声
』
第
一
三
一
号
発
行

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
第
二
回
役
員
会
第
一
回
連
絡
会
出
席

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

九
月
　
　
六
日

一
一
日

一
六
日

二
四
日

二
七
日

二
八
日

二
九
日

二
九
日

三
〇
日

十
月
二
・
四
日

三
日

一
二
日

一
四
日

二
一
日

二
九
日

十
一
月
　
五
日

九
日

一
二
日

十
九
日

二
四
日

二
六
日

三
〇
日

三
〇
日

十
二
月
　
八
日

八
日

一
五
日

一
四
名

二
名

五
名

七
名

一
六
名

二
名

一
二
名

九
名

三
名

三
名

八
名

八
名

一
三
名

一
名

五
名

二
一
名

一
八
名

三
名

六
名

五
名

三
名

九
名

一
二
名

二
名

一
三
名

九
名

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

京
都
市
内

伏
見
稲
荷
大
社

京
都
西
陣
織
会
館

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

海
南
ノ
ビ
ノ
ス

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

京
都
府
神
社
庁
神
殿

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

平
安
神
宮

大
山
祇
神
社

大
将
軍
八
神
社

若
人
の
広
場
公
園

京
都
大
宮
仙
洞
御
所

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

伏
見
稲
荷
大
社

平
安
神
宮

京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

国
立
京
都
国
際
会
館

大
将
軍
八
神
社

平
安
神
宮

平
安
神
宮

平
安
神
宮
記
念
殿
ホ
ー
ル

平
安
神
宮
記
念
殿
ホ
ー
ル

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

第
二
回
役
員
会
・
第
二
回
創
立
七
十
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

ヤ
チ
マ
タ
広
報
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
参
加

事
業
委
員
会
　
七
五
三
ポ
ス
タ
ー
発
行
及
び
発
送
作
業

京
都
府
神
社
庁
主
催
「
第
五
〇
回
交
通
慰
霊
祭
」
助
勢

広
報
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
平
成
二
十
三
年
台
風
十
二
号
被
害
発
災
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
故
者
慰
霊
祭
参
列

渉
外
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

親
睦
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁
　
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
祭
典
・
雅
楽
奉
仕
、
参
列

神
道
青
年
全
国
協
議
会
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
と

　
　
　
情
報
発
信
を
学
ぶ
ウ
ェ
ブ
研
修
会
」
参
加

第
三
回
執
行
部
会
開
催

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
「
笏
づ
く
り
〜
伐
木
始
祭
〜
」
斎
行

第
三
回
役
員
会
・
第
三
回

　
　
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
第
二
六
回
全
国
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
奉
仕

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
皇
室
関
連
施
設
清
掃
奉
仕
参
加

組
織
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

事
業
委
員
会
　
令
和
四
年
カ
レ
ン
ダ
ー
発
行
及
び
発
送
作
業

教
化
委
員
会
主
催
「
七
五
三
の
集
い
」
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
職
に
て
祈
祷
の
み
）

京
都
府
戦
没
英
霊
追
悼
慰
霊
祭
並
び
に
時
局
講
演
会
参
加

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
世
界
宗
教
者
連
盟
助
勢

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業

　
　
「
笏
づ
く
り
〜
笏
奉
製
用
材
清
祓
〜
」
斎
行

第
四
回
執
行
部
会
開
催

第
四
回
役
員
会
・
第
四
回

　
　
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
三
回
役
員
会
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
二
回
連
絡
会
出
席

渉
外
委
員
会
　
第
四
回
委
員
会
開
催

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

十
二
月
一
六
日

二
〇
日

二
〇
日

二
〇
日

二
三
日

一
月
　
四
日

二
四
日

二
五
日

三
一
日

二
月
　
三
日

八
日

八
日

八
日

八
日

一
四
日

一
四
日

二
一
日

二
八
日

三
月
　
一
一
日

一
三
日

一
三
日

二
二
日

二
三
日

二
九
日

三
〇
日

四
月
　
一
一
日

一
七
日

一
九
日

二
四
日

二
四
日

二
五
日

二
六
日

一
四
名

九
名

一
三
名

一
五
名

六
名

二
一
名

一
名

六
名

八
名

七
名

九
名

一
三
名

一
六
名

一
〇
名

二
〇
名

三
五
名

一
名

四
名

八
名

一
三
名

一
一
名

九
名

一
一
名

一
二
名

十
名

一
名

六
名

一
五
名

一
五
名

一
名

三
名

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

大
将
軍
八
神
社

大
将
軍
八
神
社

大
将
軍
八
神
社

賀
茂
別
雷
神
社

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

京
都
府
神
社
庁

北
野
天
満
宮

吉
田
神
社

片
桐
建
具

賀
茂
別
雷
神
社

賀
茂
別
雷
神
社

賀
茂
別
雷
神
社

大
将
軍
八
神
社

大
将
軍
八
神
社

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

京
都
市
内

株
式
会
社
俄
　
俄
ビ
ル

平
安
神
宮

平
安
神
宮

京
都
東
急
ホ
テ
ル

南
丹
市
内

Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

原
価
ビ
ス
ト
ロ
チ
ー
ズ
プ
ラ
ス
　
四
条
烏
丸

京
都
府
神
社
庁

八
坂
神
社

八
坂
神
社

八
坂
神
社

神
社
本
庁

神
社
本
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

親
睦
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

第
五
回
執
行
部
会
開
催

第
五
回
役
員
会
開
催

第
五
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

広
報
委
員
会
　
広
報
誌
『
山
紫
水
明
』
第
一
四
二
号
発
送
作
業

広
報
委
員
会
　
広
報
誌
『
山
紫
水
明
』
第
一
四
二
号
発
行

組
織
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁
「
令
和
三
年
新
年
神
職
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
助
成
金
交
付
式
」
出
席

渉
外
委
員
会
「
ヤ
チ
マ
タ
募
金
活
動
」
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
八
、
五
八
九
円
）

組
織
委
員
会
　
機
関
紙
『
洛
声
』
第
一
三
二
号
発
行

渉
外
委
員
会
「
ヤ
チ
マ
タ
募
金
活
動
」
開
催

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
「
笏
づ
く
り
〜
笏
磨
き
作
業
〜
」
斎
行

第
六
回
執
行
部
会
開
催

第
六
回
役
員
会
開
催

第
六
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
「
笏
づ
く
り
〜
笏
完
成
奉
告
祭
〜
」
斎
行

第
七
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

創
立
七
十
周
年
記
念
式
典

ヤ
チ
マ
タ
広
報
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
参
加

渉
外
委
員
会
　
他
団
体
交
流
会

第
七
回
執
行
部
会
開
催

第
七
回
役
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
三
回
連
絡
会
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
地
区
研
修
会
出
席

渉
外
委
員
会
　
第
六
回
委
員
会
開
催

親
睦
委
員
会
　
第
四
回
委
員
会
開
催

教
化
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁
「
例
祭
」
参
列

第
八
回
執
行
部
会
開
催

第
八
回
役
員
会
開
催

第
八
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
全
国
協
議
会
役
員
会
出
席

　
　
　
　
　
　
（
※
北
川
神
青
恊
総
会
副
議
長
）

神
道
青
年
全
国
協
議
会
定
例
総
会
出
席

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

五
月
　
一
七
日

二
二
日

二
六
日

二
七
日

二
九
日

三
〇
日

六
月
　
　
三
日

六
日

六
日

九
日

一
一
日

一
一
日

一
二
日

一
五
日

一
六
日

一
八
日

一
九
日

二
三
日

二
三
日

三
〇
日

三
〇
日

九
名

一
二
名

三
名

二
二
名

六
名

四
名

一
七
名

二
一
名

三
二
名

六
名

一
〇
名

六
名

三
名

二
一
名

一
五
名

五
名

一
五
名

一
四
名

一
四
名

八
坂
神
社

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

京
都
府
神
社
庁

鴻
巣
山
運
動
公
園

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

平
安
神
宮

平
安
神
宮

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
　
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

八
坂
神
社

n
a
n
a
n
a
四
条
河
原
町
店

平
安
神
宮

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル

馬
肉
酒
場
　
轍
〜
わ
だ
ち
〜
　
伏
見
桃
山
店

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

平
安
神
宮

平
安
神
宮

組
織
委
員
会
　
第
四
回
委
員
会
開
催

第
九
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
五
回
役
員
会
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
野
球
大
会
参
加

第
九
回
執
行
部
会
開
催

親
睦
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

令
和
四
年
度
活
動
予
算
審
議
会

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業「
創
立
記
念
奉
告
祭
」斎
行

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業「
記
念
交
流
大
会
」開
催

事
業
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

教
化
委
員
会「
神
社
探
訪
」

教
化
委
員
会
　
第
七
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁「
第
二
四
回
鎮
守
の
杜
フ
ェ
ス
タ
」参
加

組
織
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
九
回
定
例
総
会
出
席

親
睦
委
員
会
　
第
六
回
委
員
会
開
催

渉
外
委
員
会
　
第
八
回
委
員
会
開
催

第
九
回
役
員
会
開
催

第
十
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

組
織
委
員
会
　
機
関
紙『
洛
声
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
三
三・一
三
四
号
発
行

組
織
委
員
会
　「
令
和
四
年
度
会
員
名
簿
」作
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
七
月
六
日
発
行
）
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令
和
三
年
度
　京
都
府
神
道
青
年
会
活
動
報
告
書

自
　令
和 

三 

年
七
月 

一 

日

至
　令
和 

四 

年
六
月
三
十
日

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

七
月
　
　
三
日

三
日

五
日

五
日

五
日

六
日

六
日

一
四
日

二
〇
日

二
六
日

二
七
日

二
七
日

二
九
日

八
月
　
　
二
日

二
日

三
日

一
〇
日

一
八
日

一
八
日

二
〇
日

二
二
日

二
五
日

二
六
日

二
七
日

二
七
日

三
一
日

三
一
日

九
月
　
　
二
日

三
名

一
名

一
名

二
名

二
〇
名

二
〇
名

五
六
名

八
名

二
名

三
名

八
名

一
〇
名

八
名

一
四
名

一
名

一
名

二
一
名

三
名

一
四
名

一
一
名

六
名

一
〇
名

一
四
名

七
名

一
二
名

九
名

九
名

護
王
神
社

賀
茂
御
祖
神
社

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

石
上
神
宮

賀
茂
別
雷
神
社

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

京
都
府
神
社
庁

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

水
明
社
各
社

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

大
将
軍
八
神
社

賀
茂
別
雷
神
社
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

伊
勢
市
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

伊
勢
市
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

北
野
天
満
宮

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

監
査
会
開
催

氏
子
青
年
連
合
会
年
次
大
会

神
道
政
治
連
盟
京
都
府
本
部
七
十
周
年
記
念
式
典
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
　
石
上
神
宮
奉
納
参
拝

令
和
三
年
度
定
例
総
会
資
料
準
備
作
業

令
和
三
年
度
定
例
総
会
直
前
役
員
会
開
催

令
和
三
年
度
定
例
総
会
開
催

渉
外
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

京
都
女
子
神
職
会
設
立
五
十
周
年
記
念
奉
告
祭
参
列

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
一
回
役
員
会

執
行
部
就
任
退
任
挨
拶
回
り

事
業
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

第
一
回
執
行
部
会
開
催

第
一
回
役
員
会
・
第
一
回
創
立
七
十
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
全
国
協
議
会
神
宮
啓
発
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
宮
研
修
会
参
加

神
道
青
年
全
国
協
議
会
第
三
回
神
宮
啓
発
委
員
会
出
席

組
織
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
関
す
る
勉
強
会
参
加

教
化
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

広
報
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

事
業
委
員
会
　
七
五
三
ポ
ス
タ
ー
写
真
撮
影

親
睦
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

渉
外
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　
　
「
令
和
三
年
度
　
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
」
出
席

事
業
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

第
二
回
執
行
部
会
開
催

組
織
委
員
会
　
機
関
紙
『
洛
声
』
第
一
三
一
号
発
行

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
第
二
回
役
員
会
第
一
回
連
絡
会
出
席

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

九
月
　
　
六
日

一
一
日

一
六
日

二
四
日

二
七
日

二
八
日

二
九
日

二
九
日

三
〇
日

十
月
二
・
四
日

三
日

一
二
日

一
四
日

二
一
日

二
九
日

十
一
月
　
五
日

九
日

一
二
日

十
九
日

二
四
日

二
六
日

三
〇
日

三
〇
日

十
二
月
　
八
日

八
日

一
五
日

一
四
名

二
名

五
名

七
名

一
六
名

二
名

一
二
名

九
名

三
名

三
名

八
名

八
名

一
三
名

一
名

五
名

二
一
名

一
八
名

三
名

六
名

五
名

三
名

九
名

一
二
名

二
名

一
三
名

九
名

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

京
都
市
内

伏
見
稲
荷
大
社

京
都
西
陣
織
会
館

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

海
南
ノ
ビ
ノ
ス

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

京
都
府
神
社
庁
神
殿

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

平
安
神
宮

大
山
祇
神
社

大
将
軍
八
神
社

若
人
の
広
場
公
園

京
都
大
宮
仙
洞
御
所

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

伏
見
稲
荷
大
社

平
安
神
宮

京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

国
立
京
都
国
際
会
館

大
将
軍
八
神
社

平
安
神
宮

平
安
神
宮

平
安
神
宮
記
念
殿
ホ
ー
ル

平
安
神
宮
記
念
殿
ホ
ー
ル

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

第
二
回
役
員
会
・
第
二
回
創
立
七
十
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

ヤ
チ
マ
タ
広
報
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
参
加

事
業
委
員
会
　
七
五
三
ポ
ス
タ
ー
発
行
及
び
発
送
作
業

京
都
府
神
社
庁
主
催
「
第
五
〇
回
交
通
慰
霊
祭
」
助
勢

広
報
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
平
成
二
十
三
年
台
風
十
二
号
被
害
発
災
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
故
者
慰
霊
祭
参
列

渉
外
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

親
睦
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁
　
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
祭
典
・
雅
楽
奉
仕
、
参
列

神
道
青
年
全
国
協
議
会
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
と

　
　
　
情
報
発
信
を
学
ぶ
ウ
ェ
ブ
研
修
会
」
参
加

第
三
回
執
行
部
会
開
催

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
「
笏
づ
く
り
〜
伐
木
始
祭
〜
」
斎
行

第
三
回
役
員
会
・
第
三
回

　
　
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
第
二
六
回
全
国
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
奉
仕

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
皇
室
関
連
施
設
清
掃
奉
仕
参
加

組
織
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

事
業
委
員
会
　
令
和
四
年
カ
レ
ン
ダ
ー
発
行
及
び
発
送
作
業

教
化
委
員
会
主
催
「
七
五
三
の
集
い
」
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
職
に
て
祈
祷
の
み
）

京
都
府
戦
没
英
霊
追
悼
慰
霊
祭
並
び
に
時
局
講
演
会
参
加

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
世
界
宗
教
者
連
盟
助
勢

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業

　
　
「
笏
づ
く
り
〜
笏
奉
製
用
材
清
祓
〜
」
斎
行

第
四
回
執
行
部
会
開
催

第
四
回
役
員
会
・
第
四
回

　
　
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
三
回
役
員
会
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
二
回
連
絡
会
出
席

渉
外
委
員
会
　
第
四
回
委
員
会
開
催

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

十
二
月
一
六
日

二
〇
日

二
〇
日

二
〇
日

二
三
日

一
月
　
四
日

二
四
日

二
五
日

三
一
日

二
月
　
三
日

八
日

八
日

八
日

八
日

一
四
日

一
四
日

二
一
日

二
八
日

三
月
　
一
一
日

一
三
日

一
三
日

二
二
日

二
三
日

二
九
日

三
〇
日

四
月
　
一
一
日

一
七
日

一
九
日

二
四
日

二
四
日

二
五
日

二
六
日

一
四
名

九
名

一
三
名

一
五
名

六
名

二
一
名

一
名

六
名

八
名

七
名

九
名

一
三
名

一
六
名

一
〇
名

二
〇
名

三
五
名

一
名

四
名

八
名

一
三
名

一
一
名

九
名

一
一
名

一
二
名

十
名

一
名

六
名

一
五
名

一
五
名

一
名

三
名

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

大
将
軍
八
神
社

大
将
軍
八
神
社

大
将
軍
八
神
社

賀
茂
別
雷
神
社

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

京
都
府
神
社
庁

北
野
天
満
宮

吉
田
神
社

片
桐
建
具

賀
茂
別
雷
神
社

賀
茂
別
雷
神
社

賀
茂
別
雷
神
社

大
将
軍
八
神
社

大
将
軍
八
神
社

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

京
都
市
内

株
式
会
社
俄
　
俄
ビ
ル

平
安
神
宮

平
安
神
宮

京
都
東
急
ホ
テ
ル

南
丹
市
内

Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

原
価
ビ
ス
ト
ロ
チ
ー
ズ
プ
ラ
ス
　
四
条
烏
丸

京
都
府
神
社
庁

八
坂
神
社

八
坂
神
社

八
坂
神
社

神
社
本
庁

神
社
本
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

親
睦
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

第
五
回
執
行
部
会
開
催

第
五
回
役
員
会
開
催

第
五
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

広
報
委
員
会
　
広
報
誌
『
山
紫
水
明
』
第
一
四
二
号
発
送
作
業

広
報
委
員
会
　
広
報
誌
『
山
紫
水
明
』
第
一
四
二
号
発
行

組
織
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁
「
令
和
三
年
新
年
神
職
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
助
成
金
交
付
式
」
出
席

渉
外
委
員
会
「
ヤ
チ
マ
タ
募
金
活
動
」
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
八
、
五
八
九
円
）

組
織
委
員
会
　
機
関
紙
『
洛
声
』
第
一
三
二
号
発
行

渉
外
委
員
会
「
ヤ
チ
マ
タ
募
金
活
動
」
開
催

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
「
笏
づ
く
り
〜
笏
磨
き
作
業
〜
」
斎
行

第
六
回
執
行
部
会
開
催

第
六
回
役
員
会
開
催

第
六
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
「
笏
づ
く
り
〜
笏
完
成
奉
告
祭
〜
」
斎
行

第
七
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

創
立
七
十
周
年
記
念
式
典

ヤ
チ
マ
タ
広
報
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
参
加

渉
外
委
員
会
　
他
団
体
交
流
会

第
七
回
執
行
部
会
開
催

第
七
回
役
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
三
回
連
絡
会
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
地
区
研
修
会
出
席

渉
外
委
員
会
　
第
六
回
委
員
会
開
催

親
睦
委
員
会
　
第
四
回
委
員
会
開
催

教
化
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁
「
例
祭
」
参
列

第
八
回
執
行
部
会
開
催

第
八
回
役
員
会
開
催

第
八
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
全
国
協
議
会
役
員
会
出
席

　
　
　
　
　
　
（
※
北
川
神
青
恊
総
会
副
議
長
）

神
道
青
年
全
国
協
議
会
定
例
総
会
出
席

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

五
月
　
一
七
日

二
二
日

二
六
日

二
七
日

二
九
日

三
〇
日

六
月
　
　
三
日

六
日

六
日

九
日

一
一
日

一
一
日

一
二
日

一
五
日

一
六
日

一
八
日

一
九
日

二
三
日

二
三
日

三
〇
日

三
〇
日

九
名

一
二
名

三
名

二
二
名

六
名

四
名

一
七
名

二
一
名

三
二
名

六
名

一
〇
名

六
名

三
名

二
一
名

一
五
名

五
名

一
五
名

一
四
名

一
四
名

八
坂
神
社

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

京
都
府
神
社
庁

鴻
巣
山
運
動
公
園

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

平
安
神
宮

平
安
神
宮

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
　
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

八
坂
神
社

n
a
n
a
n
a
四
条
河
原
町
店

平
安
神
宮

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル

馬
肉
酒
場
　
轍
〜
わ
だ
ち
〜
　
伏
見
桃
山
店

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

平
安
神
宮

平
安
神
宮

組
織
委
員
会
　
第
四
回
委
員
会
開
催

第
九
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
五
回
役
員
会
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
野
球
大
会
参
加

第
九
回
執
行
部
会
開
催

親
睦
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

令
和
四
年
度
活
動
予
算
審
議
会

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業「
創
立
記
念
奉
告
祭
」斎
行

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業「
記
念
交
流
大
会
」開
催

事
業
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

教
化
委
員
会「
神
社
探
訪
」

教
化
委
員
会
　
第
七
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁「
第
二
四
回
鎮
守
の
杜
フ
ェ
ス
タ
」参
加

組
織
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
九
回
定
例
総
会
出
席

親
睦
委
員
会
　
第
六
回
委
員
会
開
催

渉
外
委
員
会
　
第
八
回
委
員
会
開
催

第
九
回
役
員
会
開
催

第
十
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

組
織
委
員
会
　
機
関
紙『
洛
声
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
三
三・一
三
四
号
発
行

組
織
委
員
会
　「
令
和
四
年
度
会
員
名
簿
」作
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
七
月
六
日
発
行
）

令
和
三
年
度
　京
都
府
神
道
青
年
会
活
動
報
告
書

自
　令
和 

三 

年
七
月 

一 

日

至
　令
和 

四 

年
六
月
三
十
日

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

七
月
　
　
三
日

三
日

五
日

五
日

五
日

六
日

六
日

一
四
日

二
〇
日

二
六
日

二
七
日

二
七
日

二
九
日

八
月
　
　
二
日

二
日

三
日

一
〇
日

一
八
日

一
八
日

二
〇
日

二
二
日

二
五
日

二
六
日

二
七
日

二
七
日

三
一
日

三
一
日

九
月
　
　
二
日

三
名

一
名

一
名

二
名

二
〇
名

二
〇
名

五
六
名

八
名

二
名

三
名

八
名

一
〇
名

八
名

一
四
名

一
名

一
名

二
一
名

三
名

一
四
名

一
一
名

六
名

一
〇
名

一
四
名

七
名

一
二
名

九
名

九
名

護
王
神
社

賀
茂
御
祖
神
社

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

石
上
神
宮

賀
茂
別
雷
神
社

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

京
都
府
神
社
庁

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

水
明
社
各
社

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

大
将
軍
八
神
社

賀
茂
別
雷
神
社
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

伊
勢
市
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

伊
勢
市
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

北
野
天
満
宮

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

監
査
会
開
催

氏
子
青
年
連
合
会
年
次
大
会

神
道
政
治
連
盟
京
都
府
本
部
七
十
周
年
記
念
式
典
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
　
石
上
神
宮
奉
納
参
拝

令
和
三
年
度
定
例
総
会
資
料
準
備
作
業

令
和
三
年
度
定
例
総
会
直
前
役
員
会
開
催

令
和
三
年
度
定
例
総
会
開
催

渉
外
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

京
都
女
子
神
職
会
設
立
五
十
周
年
記
念
奉
告
祭
参
列

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
一
回
役
員
会

執
行
部
就
任
退
任
挨
拶
回
り

事
業
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

第
一
回
執
行
部
会
開
催

第
一
回
役
員
会
・
第
一
回
創
立
七
十
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
全
国
協
議
会
神
宮
啓
発
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
宮
研
修
会
参
加

神
道
青
年
全
国
協
議
会
第
三
回
神
宮
啓
発
委
員
会
出
席

組
織
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
関
す
る
勉
強
会
参
加

教
化
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

広
報
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

事
業
委
員
会
　
七
五
三
ポ
ス
タ
ー
写
真
撮
影

親
睦
委
員
会
　
第
一
回
委
員
会
開
催

渉
外
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　
　
「
令
和
三
年
度
　
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
」
出
席

事
業
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

第
二
回
執
行
部
会
開
催

組
織
委
員
会
　
機
関
紙
『
洛
声
』
第
一
三
一
号
発
行

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
第
二
回
役
員
会
第
一
回
連
絡
会
出
席

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

九
月
　
　
六
日

一
一
日

一
六
日

二
四
日

二
七
日

二
八
日

二
九
日

二
九
日

三
〇
日

十
月
二
・
四
日

三
日

一
二
日

一
四
日

二
一
日

二
九
日

十
一
月
　
五
日

九
日

一
二
日

十
九
日

二
四
日

二
六
日

三
〇
日

三
〇
日

十
二
月
　
八
日

八
日

一
五
日

一
四
名

二
名

五
名

七
名

一
六
名

二
名

一
二
名

九
名

三
名

三
名

八
名

八
名

一
三
名

一
名

五
名

二
一
名

一
八
名

三
名

六
名

五
名

三
名

九
名

一
二
名

二
名

一
三
名

九
名

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

京
都
市
内

伏
見
稲
荷
大
社

京
都
西
陣
織
会
館

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

海
南
ノ
ビ
ノ
ス

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

京
都
府
神
社
庁
神
殿

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

平
安
神
宮

大
山
祇
神
社

大
将
軍
八
神
社

若
人
の
広
場
公
園

京
都
大
宮
仙
洞
御
所

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

伏
見
稲
荷
大
社

平
安
神
宮

京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

国
立
京
都
国
際
会
館

大
将
軍
八
神
社

平
安
神
宮

平
安
神
宮

平
安
神
宮
記
念
殿
ホ
ー
ル

平
安
神
宮
記
念
殿
ホ
ー
ル

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

第
二
回
役
員
会
・
第
二
回
創
立
七
十
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

ヤ
チ
マ
タ
広
報
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
参
加

事
業
委
員
会
　
七
五
三
ポ
ス
タ
ー
発
行
及
び
発
送
作
業

京
都
府
神
社
庁
主
催
「
第
五
〇
回
交
通
慰
霊
祭
」
助
勢

広
報
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
平
成
二
十
三
年
台
風
十
二
号
被
害
発
災
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
故
者
慰
霊
祭
参
列

渉
外
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

親
睦
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁
　
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
祭
典
・
雅
楽
奉
仕
、
参
列

神
道
青
年
全
国
協
議
会
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
と

　
　
　
情
報
発
信
を
学
ぶ
ウ
ェ
ブ
研
修
会
」
参
加

第
三
回
執
行
部
会
開
催

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
「
笏
づ
く
り
〜
伐
木
始
祭
〜
」
斎
行

第
三
回
役
員
会
・
第
三
回

　
　
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
第
二
六
回
全
国
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
奉
仕

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
皇
室
関
連
施
設
清
掃
奉
仕
参
加

組
織
委
員
会
　
第
二
回
委
員
会
開
催

事
業
委
員
会
　
令
和
四
年
カ
レ
ン
ダ
ー
発
行
及
び
発
送
作
業

教
化
委
員
会
主
催
「
七
五
三
の
集
い
」
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
職
に
て
祈
祷
の
み
）

京
都
府
戦
没
英
霊
追
悼
慰
霊
祭
並
び
に
時
局
講
演
会
参
加

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
世
界
宗
教
者
連
盟
助
勢

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業

　
　
「
笏
づ
く
り
〜
笏
奉
製
用
材
清
祓
〜
」
斎
行

第
四
回
執
行
部
会
開
催

第
四
回
役
員
会
・
第
四
回

　
　
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
三
回
役
員
会
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
二
回
連
絡
会
出
席

渉
外
委
員
会
　
第
四
回
委
員
会
開
催

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

十
二
月
一
六
日

二
〇
日

二
〇
日

二
〇
日

二
三
日

一
月
　
四
日

二
四
日

二
五
日

三
一
日

二
月
　
三
日

八
日

八
日

八
日

八
日

一
四
日

一
四
日

二
一
日

二
八
日

三
月
　
一
一
日

一
三
日

一
三
日

二
二
日

二
三
日

二
九
日

三
〇
日

四
月
　
一
一
日

一
七
日

一
九
日

二
四
日

二
四
日

二
五
日

二
六
日

一
四
名

九
名

一
三
名

一
五
名

六
名

二
一
名

一
名

六
名

八
名

七
名

九
名

一
三
名

一
六
名

一
〇
名

二
〇
名

三
五
名

一
名

四
名

八
名

一
三
名

一
一
名

九
名

一
一
名

一
二
名

十
名

一
名

六
名

一
五
名

一
五
名

一
名

三
名

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

大
将
軍
八
神
社

大
将
軍
八
神
社

大
将
軍
八
神
社

賀
茂
別
雷
神
社

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

京
都
府
神
社
庁

北
野
天
満
宮

吉
田
神
社

片
桐
建
具

賀
茂
別
雷
神
社

賀
茂
別
雷
神
社

賀
茂
別
雷
神
社

大
将
軍
八
神
社

大
将
軍
八
神
社

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

京
都
市
内

株
式
会
社
俄
　
俄
ビ
ル

平
安
神
宮

平
安
神
宮

京
都
東
急
ホ
テ
ル

南
丹
市
内

Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

原
価
ビ
ス
ト
ロ
チ
ー
ズ
プ
ラ
ス
　
四
条
烏
丸

京
都
府
神
社
庁

八
坂
神
社

八
坂
神
社

八
坂
神
社

神
社
本
庁

神
社
本
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

親
睦
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

第
五
回
執
行
部
会
開
催

第
五
回
役
員
会
開
催

第
五
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

広
報
委
員
会
　
広
報
誌
『
山
紫
水
明
』
第
一
四
二
号
発
送
作
業

広
報
委
員
会
　
広
報
誌
『
山
紫
水
明
』
第
一
四
二
号
発
行

組
織
委
員
会
　
第
三
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁
「
令
和
三
年
新
年
神
職
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
助
成
金
交
付
式
」
出
席

渉
外
委
員
会
「
ヤ
チ
マ
タ
募
金
活
動
」
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
八
、
五
八
九
円
）

組
織
委
員
会
　
機
関
紙
『
洛
声
』
第
一
三
二
号
発
行

渉
外
委
員
会
「
ヤ
チ
マ
タ
募
金
活
動
」
開
催

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
「
笏
づ
く
り
〜
笏
磨
き
作
業
〜
」
斎
行

第
六
回
執
行
部
会
開
催

第
六
回
役
員
会
開
催

第
六
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
「
笏
づ
く
り
〜
笏
完
成
奉
告
祭
〜
」
斎
行

第
七
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

創
立
七
十
周
年
記
念
式
典

ヤ
チ
マ
タ
広
報
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
参
加

渉
外
委
員
会
　
他
団
体
交
流
会

第
七
回
執
行
部
会
開
催

第
七
回
役
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
三
回
連
絡
会
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
地
区
研
修
会
出
席

渉
外
委
員
会
　
第
六
回
委
員
会
開
催

親
睦
委
員
会
　
第
四
回
委
員
会
開
催

教
化
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁
「
例
祭
」
参
列

第
八
回
執
行
部
会
開
催

第
八
回
役
員
会
開
催

第
八
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
全
国
協
議
会
役
員
会
出
席

　
　
　
　
　
　
（
※
北
川
神
青
恊
総
会
副
議
長
）

神
道
青
年
全
国
協
議
会
定
例
総
会
出
席

年
月
日

人
数

場
　
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
容

五
月
　
一
七
日

二
二
日

二
六
日

二
七
日

二
九
日

三
〇
日

六
月
　
　
三
日

六
日

六
日

九
日

一
一
日

一
一
日

一
二
日

一
五
日

一
六
日

一
八
日

一
九
日

二
三
日

二
三
日

三
〇
日

三
〇
日

九
名

一
二
名

三
名

二
二
名

六
名

四
名

一
七
名

二
一
名

三
二
名

六
名

一
〇
名

六
名

三
名

二
一
名

一
五
名

五
名

一
五
名

一
四
名

一
四
名

八
坂
神
社

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

京
都
府
神
社
庁

鴻
巣
山
運
動
公
園

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

平
安
神
宮

平
安
神
宮

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
　
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

八
坂
神
社

n
a
n
a
n
a
四
条
河
原
町
店

平
安
神
宮

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル

馬
肉
酒
場
　
轍
〜
わ
だ
ち
〜
　
伏
見
桃
山
店

Ｆ
Ａ
Ｘ
開
催

平
安
神
宮

平
安
神
宮

組
織
委
員
会
　
第
四
回
委
員
会
開
催

第
九
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
第
五
回
役
員
会
出
席

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
野
球
大
会
参
加

第
九
回
執
行
部
会
開
催

親
睦
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

令
和
四
年
度
活
動
予
算
審
議
会

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業「
創
立
記
念
奉
告
祭
」斎
行

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業「
記
念
交
流
大
会
」開
催

事
業
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

教
化
委
員
会「
神
社
探
訪
」

教
化
委
員
会
　
第
七
回
委
員
会
開
催

京
都
府
神
社
庁「
第
二
四
回
鎮
守
の
杜
フ
ェ
ス
タ
」参
加

組
織
委
員
会
　
第
五
回
委
員
会
開
催

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
九
回
定
例
総
会
出
席

親
睦
委
員
会
　
第
六
回
委
員
会
開
催

渉
外
委
員
会
　
第
八
回
委
員
会
開
催

第
九
回
役
員
会
開
催

第
十
回
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

組
織
委
員
会
　
機
関
紙『
洛
声
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
三
三・一
三
四
号
発
行

組
織
委
員
会
　「
令
和
四
年
度
会
員
名
簿
」作
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
七
月
六
日
発
行
）
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創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
特
集

　令
和
四
年
二
月
八
日

  

　
　
　
　笏  

磨  

き

令和 5 年 1 月３０日 京都府神道青年会会報 第１４４号第１４４号 京都府神道青年会会報 令和 5 年１月３０日

−6−



令和 5 年 1 月３０日 京都府神道青年会会報 第１４４号第１４４号 京都府神道青年会会報 令和 5 年１月３０日

−7−



創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
特
集

　令
和
四
年
二
月
十
四
日

  

　
　
　笏
完
成
奉
告
祭
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創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
特
集

　令
和
四
年
二
月
二
十
一
日

  

　
　
　創
立
記
念
式
典
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創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
特
集

　令
和
四
年
六
月
六
日

  
創
立
記
念
奉
告
祭
並
び
に

　
　
　
　
　
　

  

記
念
交
流
大
会

去
る
令
和
四
年
六
月
六
日

平
安
神
宮
並
び
に
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン

河
原
町
店
並
び
に
ア
サ
ヒ
ビ
ア

京
都
に
て
、親
睦
委
員
会
主
催
に

よ
る
京
都
府
神
道
青
年
会
創
立

七
十
周
年
記
念
事
業
、創
立
記
念

奉
告
祭
並
び
に
記
念
交
流
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

創
立
記
念
奉
告
祭
で
は
六
十

周
年
に
倣
い
平
安
神
宮
の
御
本
殿
を
お
借
り
し
て
十
六
時
よ
り
同
宮
奉
職
の
室
川

会
計
局
長
が
斎
主
を
務
め
て
斎
行
さ
れ
、田
中
周
年
実
行
委
員
長
・
北
川
会
長
以
下

合
計
二
十
名
の
会
員
が
七
十
年
と
い
う
長
い
年
月
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
諸

先
輩
方
並
び
に
関
係
者
に
感
謝
の
思
い
を
馳
せ
、参
列
し
た
。祭
典
終
了
後
は
小
雨
降

り
し
た
る
天
候
に
反
し
、清
々
し
い
思
い
を
胸
に
会
員
同
士
の
結
束
が
よ
り
強
ま
っ
た

よ
う
に
感
じ
た
。

記
念
交
流
大
会
一
部
で
は
十
八
時
三
十
分
よ
り
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
私
市
親
睦
委
員
長
か
ら
ル
ー
ル
説
明
が
行
わ
れ
、場
を
和
ま
せ
る
為
に
鳥
の

被
り
物
を
し
た
田
中
周
年
実
行

委
員
長
の
始
球
式
が
終
わ
り
、会

員
三
十
七
名
に
よ
る
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
が
始
ま
っ
た
。ボ
ー
ル
が
ピ

ン
に
ぶ
つ
か
る
軽
快
な
音
、拍
手
、

笑
い
声
が
場
内
に
響
き
亘
り
和

や
か
な
雰
囲
気
で
二
ゲ
ー
ム
行

わ
れ
た
。

令和 5 年 1 月３０日 京都府神道青年会会報 第１４４号第１４４号 京都府神道青年会会報 令和 5 年１月３０日

−10−



記
念
交
流
大
会
二
部
で
は
親

睦
会
会
場
に
移
動
し
て
二
十
時

よ
り
北
川
会
長
の
挨
拶
、田
中
周

年
実
行
委
員
長
の
乾
杯
の
発
声

に
よ
り
親
睦
会
が
始
ま
っ
た
。

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る

会
員
や
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
初
め

て
会
う
会
員
分
け
隔
て
な
く
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
の
健
闘
を
讃
え
、

互
い
に
親
睦
を
深
め
て
い
る
中
、待
ち
に
待
っ
た
表
彰
式
が
始
ま
っ
た
。

順
番
に
順
位
が
発
表
さ
れ
、周
年
事
業
と
い
う
事
も
あ
り
、例
年
よ
り
豪
華
な
賞
品

が
手
渡
さ
れ
て
い
っ
た
。

本
年
は
七
十
周
年
に
繋
げ
、七
の
付
く
順
位
、ブ
ー
ビ
ー
賞
な
ど
多
く
の
会
員
に
奮

発
さ
れ
た
景
品
が
配
ら
れ
、大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。そ
し
て
栄
え
あ
る
優
勝
は
、

男
子　

八
坂
神
社　
　
　
　

逸
見  

純
一　

 

会
員

女
子　

御
嶽
教
末
廣
教
会　

北
川 

真
喜
子　

会
長

優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
二
人
に
は
特
別
豪
華
な
景
品
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
渡
さ
れ
、そ
れ

ぞ
れ
の
優
勝
を
掴
み
取
っ
た
感
想

と
挨
拶
を
行
い
、会
員
の
盛
大
な

拍
手
を
以
っ
て
健
闘
が
讃
え
ら
れ

た
。熱

が
冷
め
や
ま
ぬ
中
、名
残
惜

し
く
も
閉
会
の
時
間
と
な
っ
た
。

最
後
は
有
持
副
会
長
に
よ
る
閉

会
の
挨
拶
に
よ
っ
て
大
盛
況
と

な
っ
た
記
念
交
流
大
会
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
於
い
て
多
く
の
事
業
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、三
年
振
り

と
な
る
親
睦
行
事
を
通
じ
て
所
謂
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
生
活
が
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
る

現
状
で
、今
後
の
事
業
活
動
の
大
事
な
指
針
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
石
清
水
八
幡
宮　

親
睦
委
員
長　

私
市　

靖
）
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創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
特
集

　令
和
四
年
八
月
八
日
〜
九
日

  

　
　
　
　記
念
錬
成
会

去
る
令
和
四
年
八
月
八
日（
月
）か
ら
九
日（
火
）

ま
で
の
二
日
間
に
亘
り
、京
都
府
神
道
青
年
会

の
有
志
九
名
が
集
い
、長
野
県
木
曽
郡
に
お
い
て

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
で
あ
る
記
念
錬
成
会

が
実
施
さ
れ
た
。

今
回
の
京
都
府
神
道
青
年
会
の
主
題
は「
祈
～

つ
ど
う
こ
こ
ろ
～
」で
あ
り
、御
嶽
教
木
曽
本
宮
様

の
ご
理
解
、ご
協
力
の
下
、御
嶽
教
の
大
祭
で
あ
る

御
神
火
祭
に
奉
仕
、参
列
等
の
体
験
を
し
、ま
た

御
嶽
教
青
年
部
の
方
達
と
互
い
に
祈
り
の
心
を

実
践
し
、青
年
神
職
と
し
て
研
鑽
を
深
め
る
事
を
目
的
と
す
る
記
念
事
業
と
し
て

行
わ
れ
た
。

当
日
は
、七
時
十
分
に
京
都
駅
に
集
合
し
、御
嶽
教
末
廣
教
会
の
方
達
と
バ
ス
で
出

発
し
た
。途
中
休
憩
を
二
回
挟
み
、十
一
時
五
十
分
頃
に
御
嶽
教
木
曽
本
宮
に
到
着
し
、

会
員
一
同
で
先
ず
参
拝
。そ
の
後
荷
物
を
降
ろ
し
、作
業
着
に
改
服
後
、御
神
火
祭
の

準
備
に
取
り
掛
か
り
、崇
敬
者
の
思
い
が
込
め
ら

れ
た
護
摩
木
を
正
方
形
に
積
み
重
ね
て
い
く
作
業

を
、一
時
間
程
奉
仕
し
て
、そ
の
後
バ
ス
に
乗
っ
て

御
嶽
山
の
里
宮
へ
向
か
っ
た
。

御
嶽
神
社
の
本
殿
へ
行
く
ま
で
長
い
石
階
段
を

登
り
正
式
参
拝
。そ
の
後
、滝
宮
司
様
の
ご
講
話

を
頂
戴
し
、本
殿
前
で
宮
司
様
と
会
員
一
同
に
て

記
念
撮
影
を
さ
せ
て
頂
い
た
。

再
び
バ
ス
に
乗
っ
て
御
嶽
教
木
曽
本
宮
へ
戻
る

と
斎
場
の
室
礼
が
整
っ
て
お
り
、護
摩
木
が
綺
麗

令和 5 年 1 月３０日 京都府神道青年会会報 第１４４号第１４４号 京都府神道青年会会報 令和 5 年１月３０日

−12−



に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
会
員
全
員

圧
倒
さ
れ
た
。全
員
潔
斎
と
食
事
を
済
ま
せ

十
八
時
頃
よ
り
い
よ
い
よ
年
に
一
度
の
大
祭
で

あ
る
御
神
火
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

奉
仕
会
員
は
、渡
さ
れ
た
松
明
に
火
を
点
け
、

鳥
居
前
か
ら
信
者
の
方
々
と
一
緒
に
本
殿
ま
で
参

進
し
た
。本
殿
に
て
御
神
火
祭
を
斎
行
の
後
、祭
員
、

参
列
者
の
全
員
が
斎
場
へ
と
進
ん
だ
。こ
の
御
神

火
祭
の
栄
え
あ
る
点
火
所
役
の
一
人
に
、当
会
か

ら
は
畑
中
副
会
長
が
奉
仕
し
、合
図
と
と
も
に

積
み
上
げ
ら
れ
た
護
摩
木
に
点
火
し
た
。

ま
た
た
く
間
に
護
摩
木
は
大
き
な
炎
に
包
ま
れ
た
。参
加
会
員
は
燃
え
上
が
る

火
の
勢
い
と
美
し
さ
に
感
動
し
、圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、各
々
予
め
授
か
っ
た
祓
串
で

心
身
を
清
め
、斎
場
の
炎
の
周
り
を
何
度
も
参
進
し
た
。火
が
消
え
た
と
こ
ろ
で
も
う

一
度
本
殿
へ
向
か
い
参
拝
し
た
。祭
典
終
了
後
は
、御
嶽
教
青
年
部
と
懇
親
を
深
め

語
り
合
い
、互
い
の
交
流
を
深
め
ら
れ
た
夜
と
な
っ
た
。二
十
三
時
頃
就
寝
し
、練
成
会

初
日
は
無
事
に
終
了
し
た
。

翌
九
日（
火
）は
、五
時
に
起
床
し

田
中
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長
、

室
川
会
計
局
長
、湯
浅
教
化
委
員
長

の
三
名
で
清
明
宮
で
の
滝
行
に
参
加

し
た
。普
段
は
滝
行
を
行
う
こ
と
の
な

い
私
達
青
年
神
職
に
は
貴
重
な
機
会

で
あ
り
、心
身
共
に
清
め
ら
れ
た
気
持

ち
と
な
っ
た
。

滝
行
を
終
え
、一
同
着
替
え
て
六
時

に
御
嶽
山
遥
拝
所
へ
参
拝
の
為
、田
の

原
ま
で
バ
ス
で
向
か
っ
た
。七
時
十
分

頃
に
到
着
し
、山
道
を
登
り
遥
拝
所
ま

で
進
み
一
同
声
を
そ
ろ
え
て
大
祓
詞
を

奏
上
し
た
。、厚
い
雲
が
晴
れ
る
と
御

嶽
山
の
頂
上
も
垣
間
見
え
、霊
山
で
あ

る
御
嶽
山
の
息
吹
を
感
じ
、身
を
引
き

締
め
、心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、皆
で
祈
り
の
心
を
実
践
で
き
た
と
感
じ
ら
れ
た
。続
い
て

先
の
御
嶽
山
で
の
噴
火
に
よ
り
、尊
い
命
を
落
と
さ
れ
た
方
々
の
御
霊
安
ら
か
な
ら
ん

こ
と
を
お
祈
り
し
、参
加
者
全
員
で
黙
祷
を
行
っ
た
。

バ
ス
に
戻
り
移
動
し
、た
か
の
湯
で
朝
食
を
と
っ
た
後
、木
曽
本
宮
で
最
後
の
正
式

参
拝
を
行
っ
た
。参
拝
の
後
、全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
、御
嶽
教
木
曽
本
宮
の
皆
様

に
お
礼
を
申
し
上
げ
、名
残
惜
し
い
中
十
時
半
に
木
曽
本
宮
を
後
に
し
た
。途
中
、岐

阜
県
の
恵
那
山
菜
園
で
昼
食
を
と
り
、十
六
時
半
頃
京
都
駅
八
条
口
バ
ス
駐
車
場
に

到
着
、解
散
し
、全
て
の
行
程
が
無
事
に
終
了
と
な
っ
た
。

今
回
御
嶽
教
の
御
神
火
祭
に
奉
仕
、参
列
を
さ
せ
て
頂
き
、皆
様
の
山
岳
信
仰
へ
の

篤
い
崇
敬
の
念
や
、神
仏
習
合
の
信
仰

も
含
む
教
派
神
道
独
自
の
祭
式
等
を

こ
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
、宗
派
や

考
え
方
は
違
え
ど
も
、神
々
に
祈
る
と

い
う
心
は
同
じ
だ
と
強
く
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
回
の
記
念
錬
成
会
で
の
数
々
の

貴
重
な
経
験
は
、青
年
会
の
参
加
会
員
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の
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
、正
に
今
回
の
京
都
府
神
道
青
年
会
が
掲
げ
る「
祈

～
つ
ど
う
こ
こ
ろ
～
」の
主
題
に
相
応
し
い
記
念
事
業
と
な
っ
た
。

（
北
野
天
満
宮　

湯
浅　

和
雅
）
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京
都
府
へ
の
寄
附
金
持
参

令
和
四
年
七
月
六
日
、定
例
総
会
当
日
の
午
前
、京
都
府
・
府
民
環
境
部
安
心
・
安

全
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
を
、北
川
真
喜
子
会
長
、林
秀
明
渉
外
委
員
長
、中
村
隆
人
広

報
委
員
長
が
訪
問
し
、京
都
府
神
道
青
年
会
か
ら
の
寄
附
金
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。ま
た
、贈
呈
式
に
は
京
都
府
民
環
境
部
長
の
益
田
結
花
氏
に
ご
出
席
い
た
だ
い

た
。今

後
も
会
員
に
は
ヤ
チ
マ
タ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
交
通
安
全
推
進
運
動
）募
金
活
動
に

ご
協
力
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
八
坂
神
社　

中
村　

隆
人)

　
神
社
探
訪

去
る
令
和
四
年
六
月
十
一
日
、教
化
委
員
会
主
催
の
一
般
教
化
促
進
事
業
で
あ
る

「
神
主
さ
ん
と
行
く
神
社
探
訪
」が
八
坂
神
社
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、京
都
市
内
の
学

生
を
中
心
に
六
名
と
神
道
青
年
会
よ
り
北
川
真
喜
子
会
長
を
始
め
八
人
が
参
加
し
た
。

神
職
と
共
に
参
拝
す
る
こ
と
で
神
社
に
親
し
み
を
持
ち
、参
拝
す
る
習
慣
を
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
、今
回
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か
ら
二
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
。

本
殿
に
て
正
式
参
拝
後
、八
坂
神
社　

東
條
権
禰
宜
に
よ
る
本
殿
並
び
に
境
内
の

案
内
が
行
わ
れ
、普
段
我
々
神
職
で
も
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
本
殿
内
や
貴
重
な
お
話

を
聞
か
せ
て
頂
い
た
。そ
の
後
、斎
館
に
て
座
談
会
が
行
わ
れ
、当
日
助
勢
い
た
だ
い
た

会
員
が
奉
職
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
の
御
祭
神
や
歴
史
等
、参
加
し
た
学
生
よ
り
質

問
が
多
数
あ
っ
た
。中
に
は
神
社
に
対
し
て
深
い
内
容
に
及
ぶ
も
の
ま
で
あ
っ
た
。

参
加
学
生
に
と
っ
て
は
普
段
で
き
な
い
本
殿
で
の
正
式
参
拝
や
神
職
に
よ
る
境
内

案
内
、神
職
へ
直
接
質
問
が
で
き
る
な
ど
の
貴
重
な
体
験
を
通
じ
神
社
を
身
近
に
感
じ

て
く
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
久
々
に
顔
を
合
わ
せ
、会
員
同

士
で
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

（
石
清
水
八
幡
宮　

原　

彰
紀
）

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

渉
外
委
員
会

渉
外
委
員
会

教
化
委
員
会

教
化
委
員
会
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　『
洛
声
』
発
行

組
織
委
員
会
で
は
日
頃
の
青
年
会
の
活
動
や
近
況
を
報
告
す
る『
洛
声
』一
三
二
号
、

一
三
三
号
、一
三
四
号
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
の
声
を
機
関
紙
と
い
う
形
に
す
る
こ
と
で
会
員
間
の
情
報
共
有
や
親
睦
を
図

り
、青
年
会
の
組
織
力
強
化
に
繋
が
る
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
是
非
と
も
組
織
委
員
ま
で
情
報
の
提
供
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
松
尾
大
社　

名
迫　

俊
彦
）

組
織
委
員
会

組
織
委
員
会

第134号

第133号

第132号
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野
球
大
会

令
和
四
年
五
月
二
十
七
日
、近
畿
地
区
連
絡
協
議

会
親
睦
野
球
大
会
。「
今
年
こ
そ
は
」そ
ん
な
熱
い
想
い

を
持
っ
た
青
年
神
職
達
が
鴻
ノ
巣
運
動
公
園
に
集
ま
っ

た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
依
然
と
し
て
猛
威
を
振

る
う
状
況
の
中
で
、そ
れ
で
も
と
、や
っ
と
の
思
い
で
開

催
に
こ
ぎ
つ
け
た
矢
先
の
雨
予
報
。

一
時
は
駄
目
か
と
思
わ
れ
た
が
、大
会
の
前
日
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
検
討
に
検
討
を
重
ね
、天
に
願
い
通
じ
て
か
、

五
月
と
は
思
え
ぬ
程
の
夏
日
と
相
な
っ
た
。

正
直
、こ
こ
ま
で
晴
れ
ず
と
も
、と
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
日
本
晴
れ
の
中
、京
都
府

神
青
総
出
で
、ぬ
か
る
ん
だ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
抜
き
整
備
か
ら
野
球
大
会
の
一
日
が
始

ま
っ
た
。

開
会
式
に
て
、近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
西
田
会
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、「
皆
、今

日
の
こ
の
日
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
！
」と
当
会
北
川
会
長
よ
り
挨
拶
が

な
さ
れ
た
。

勿
論
、私
と
し
て
も
こ
う
し
て
近
畿
神
青
が
一
堂
に
会
し
て
の
野
球
大
会
は
久
し
ぶ

り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、同
時
に
当
番
府
県
と
し
て
、「
良
い
大

会
に
し
よ
う
…
！
」と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
も
あ
っ
た
。ス
タ
ッ
フ
は
受
付
に
始
ま

り
、タ
イ
ム
キ
ー
プ
か
ら
塁
審
、更
に
は
他
府
県
へ
の
助
っ
人
選
手
に
い
た
る
ま
で
。西
へ

東
へ
大
忙
し
で
あ
っ
た
が
、そ
ん
な
中
で
も
や
は
り
注
目
す
べ
き
は
、ご
存
じ
、我
ら
が

京
都
府
神
青
野
球
部
の
活
躍
で
あ
る
。

ま
ず
は
初
戦
、京
都
は
第
一
試
合
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
勝
者
で
あ
る
兵
庫
県
神
青
と
対
決
。

前
大
会
優
勝
県
と
し
て
は
、是
が
非
で
も
決
勝
に
駒
を
進
め
た
い
、負
け
ら
れ
な
い

一
戦
。試
合
が
始
ま
る
と
、打
っ
て
は
順
調
に
打
線
を
繋
げ
て
い
た
…
か
に
見
え
た
が
、

一
転
、守
備
で
は
、進
藤
会
員
→
米
山
会
員
→
林（
大
道
）会
員
と
継
投
に
苦
し
み
、善

戦
す
る
も
兵
庫
県
神
青
の
猛
打
の
前
に
敗
北
を
許
し
て
し
ま
う
。

後
が
無
い
二
戦
目
、気
持
ち
を
切
り
替
え
て
臨
み
た
い
、今
大
会
三
位
を
決
め
る
重

要
な
試
合
の
相
手
は
、昨
年
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
の
優
勝
府
県
で
も
あ
る
大
阪
府
神

青
。二
試
合
目
で
は
稲
本
監
督
自
ら
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
ミ
ッ
ト
を
取
り
、そ
れ
ま
で
捕
手
を

務
め
た
山
名
会
員
と
の
名
バ
ッ
テ
リ
ー
が
結
成
さ
れ
る
と
、勢
い
そ
の
ま
ま
に
得
点
を

重
ね
、山
名
会
員
が
打
っ
て
は
ツ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
、投
げ
て
は
五
回
完
封
の
大
活

躍
を
見
せ
、五
︱
〇
と
好
成
績
で
強
敵
大
阪
に
勝
利
を
収
め
た
。

試
合
後
に
は
表
彰
式
と
今
大
会
M
V
P
の
発
表
が
な
さ
れ
、京
都
か
ら
は

稲
本
監
督
が「
優
秀
監
督
」に
選
ば
れ
、大
会
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。そ
の
後
、

近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
野
上
副
会
長
よ
り
閉
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、和
や
か
な
内
に

幕
を
閉
じ
た
。

京
都
は
今
回
惜
し
く
も
三
位
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た

が
、思
い
返
せ
ば
ど
れ
も
記
録
以
上
に
記
憶
に
残
る
、良
い

試
合
で
あ
っ
た
と
思
う
。今
回
初
参
加
の
部
員
も
多
く
、

き
っ
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
盛
り
上
が
り
、活
気
づ
い
て
い
く

こ
と
で
あ
ろ
う
京
都
府
神
青
野
球
部
。

今
回
は
、優
勝
し
た
奈
良
県
神
青
を
素
直
に
称
え
る
と

し
て
、次
回
以
降
、こ
の
雪
辱
を
果
た
す
べ
く
、私
自
身
、微

力
な
が
ら
勝
利
に
貢
献
し
た
い
も
の
で
あ
る
。目
指
せ
、王

者
奪
還
！

（
伏
見
稲
荷
大
社　

廣　

達
哉
）

近
畿
地
区
報
告

近
畿
地
区
報
告
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令
和
四
年
度
定
例
総
会
並
び
に
研
修
会

令
和
四
年
六
月
十
六
日
、神
道
青
年
近
畿

地
区
連
絡
協
議
会
令
和
四
年
度
定
例
総
会
並

び
に
研
修
会
が
京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル
に

て
開
催
さ
れ
た
。

定
例
総
会
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た
研
修
会

で
は
、京
都
府
神
社
庁
副
庁
長
で
あ
り
、神
道

青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
参
与
で
も
あ
る
、

大
原
神
社　

林
秀
俊
宮
司
様
を
講
師
に
迎
え
、

「
設
立
三
十
周
年
を
迎
え
る
神
道
青
年
近
畿

地
区
連
絡
協
議
会
へ
」と
題
し
、ご
講
演
を
頂

い
た
。

定
例
総
会
で
は
多
数
の
来
賓
に
ご
臨
席

賜
る
中
、開
会
の
辞
、神
宮
遥
拝
、国
歌
斉
唱
、敬
神
生
活
の
綱
領
を
唱
和
、そ
の
後
、

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
西
田
周
司
会
長
、当
番
府
県
で
あ
る
当
会
北
川

真
喜
子
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
。引
き
続
き
、来
賓
の
紹
介
が
な
さ
れ
神
道
青
年
全
国

協
議
会
小
林
慶
直
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
賜
り
、西
田
会
長（
議
長
）に
よ
る
進
行
の
許
、

議
案
第
一
号
か
ら
第
五
号
が
審
議
さ
れ
、満
場
一
致
に
て
承
認
さ
れ
た
。議
案
に
引
き

続
き
報
告
事
項
が
全
員
に
周
知
さ
れ
た
。

定
例
総
会
の
後
、数
年
ぶ
り
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、感
染
症
対
策
を
施
し
た
上
で

は
あ
っ
た
が
、各
府
県
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

私
が
今
回
の
定
例
総
会
で
、心
に
残
っ
た
言
葉
と
し
て
、西
田
周
司
会
長
が
活
動
方

針
の
中
で
引
用
さ
れ
た「
一
隅
を
照
ら
す
」に
出
て
く
る「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
」と

い
う
言
葉
が
あ
る
。こ
の
言
葉
を
聞
き
、神
社
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
と
は
何
か
と
考
え

た
と
こ
ろ
、神
社
と
は
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
人
生
儀
礼
や
そ
れ
ぞ
れ
の
祈
願
の
祈
祷

を
受
け
、そ
し
て「
お
ま
つ
り
」を
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
の
原
動
力
と
な
る
。

人
々
が
集
い
、つ
な
が
り
を
結
び
、災
害
の
時
に
は
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
、そ
ん
な

拠
り
所
と
な
る
場
所
で
あ
る
と
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。又
、コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、

社
頭
で
参
拝
者
と
接
す
る
機
会
が
減
っ
た
昨
今
、神
社
に
つ
い
て
、さ
ら
に
神
道
に
つ
い

て
の
魅
力
を
参
拝
者
に
自
分
の
言
葉
で
、わ
か
り
や
す
く
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
何
が
必
要
か
。日
々
の
社
頭
で
神
道
教
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
こ
と
を
話
せ

る
よ
う
な
神
職
に
一
人
一
人
が
な
る
こ
と
で
、離
れ
て
い
る
参
拝
者
に
神
社
と
の
繋
が

り
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、今
一
度
考
え
な
お
す
必
要
が
あ

る
と
思
っ
た
。

（
平
安
神
宮　

芹
口　

明
憲
）
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世
界
平
和
祈
願
祭

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
主
催
の
世

界
平
和
祈
願
祭
が
令
和
四
年
七
月
八
日(

金)

午

前
十
一
時
よ
り
橿
原
神
宮
に
於
い
て
斎
行
さ
れ
た
。

祭
典
で
は
斎
主
を
西
田
会
長
が
、祭
員
・
伶
人

を
理
事
役
員
、橿
原
神
宮
の
神
職
が
奉
仕
し
、

「
浦
安
の
舞
」を
橿
原
神
宮
の
巫
女
が
奉
仕
し
た
。

ま
た
二
府
四
県
の
会
員
を
は
じ
め
、橿
原
神
宮
よ

り
久
保
田
宮
司
様
、西
野
権
宮
司
様
、神
道
青
年

全
国
協
議
会
の
小
林
会
長
、日
比
野
理
事
が
参

列
さ
れ
た
。ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
、

北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
実
験
等
、平
和
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
状
況
の
中
、橿
原
奠
都
の
詔
勅
に
て「
八
紘
一
宇
」の
大
御
心
を
お
示
し
さ

れ
た
神
武
天
皇
を
お
祀
り
す
る
橿
原
神
宮
に
於
い
て
祈
る
事
は
意
義
深
い
も
の
で

あ
っ
た
。昭
和
天
皇
の
御
製
で
神
楽「
浦
安
の
舞
」の
歌
詞
で
も
あ
る

「
天
地
の　

神
に
ぞ
祈
る　

朝
な
ぎ
の　

海
の
ご
と
く
に　

波
た
た
ぬ
世
を
」

の
通
り
一
刻
も
早
く
、世
の
中
に
平
穏
が
訪
れ
る
こ
と
祈
る
。

(

賀
茂
別
雷
神
社　

有
島　

昌
延
）

勉
強
会「
心
の
源
泉
を
求
め
て
～
神
道
の
こ
こ
ろ
」

令
和
四
年
八
月
二
十
三
日
、神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
主
催
の
勉
強
会

「
心
の
源
泉
を
求
め
て
～
神
道
の
こ
こ
ろ
」が
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
に
於
い
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
形
式
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、ロ
ッ
ク
歌
手
の
相
川
七
瀬
様
、神
道
と
の
出
会
い
を
自
身
の
人
生
の
歩
み

と
と
も
に
、お
話
を
賜
り
ま
し
た
。そ
の
お
話
の
中
で
相
川
七
瀬
様
は
音
楽
活
動
を
始

め
て
か
ら
多
忙
な
日
々
を
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
休
暇
が
無
く
、無
期
限
活
動
休
止
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。活
動
休
止
中
に
読
ま
れ
た
本
を
き
っ
か
け
に
神
道
は
日
本
の
故
郷

で
あ
る
と
感
じ
、神
道
の
魅
力
に
ふ
れ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、自
身
の
お
子
様
の
課
外
学

習
で
の
田
植
え
を
通
じ
て「
赤
米
神
事
」に
出
会
わ
れ
ま
す
。し
か
し
こ
の「
赤
米
神
事
」

は
現
在
、継
承
者
が
減
少
し
て
お
り
、「
赤
米
神
事
」と
子
ど
も
達
を
繋
ぐ
た
め
に
、「
赤

米
神
事
」の
継
承
活
動
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
神
道
を
学
び
、神
道
を
子
ど
も

達
に
伝
え
る
た
め
國
學
院
大
學
に
入
学
さ
れ
ま
す
。し
か
し
、そ
の
活
動
を
し
て
い
く

中
で
、東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま
す
。こ
の
震
災
が
起
き
て
か
ら
、「
ま
た
今
度
」と
い

う
言
葉
に
ど
れ
だ
け
悔
い
た
の
か
、出
会
い
は
一
期
一
会
、こ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に

ご
自
身
の
音
楽
活
動
も
、自
分
の
為
の
音
楽
か
ら
、誰
か
の
為
、人
の
心
に
寄
り
添
う

歌
手
に
、心
と
心
の
交
流
、ふ
れ
あ
い
が
大
事
と
あ
わ
せ
て
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。東

日
本
大
震
災
よ
り
十
一
年
が
経
過
し
、未
だ
復
興
が
未
完
遂
の
日
本
に
お
い
て
、今
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
襲
来
し
蔓
延
し
ま
し
た
。現
在
の
日
本
に
お
い
て
も
、会
い

た
い
人
に
会
え
な
い
、当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前
で
は
な
い
世
の
中
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。こ
の
勉
強
会
を
通
じ
て
、神
職
と
し
て
の
仲
執
持
の
意
味
を
改
め
て
、

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。私
達
は
毎
日
、神
社
で
御
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、神
社
に
は
氏
子
・
崇
敬
者
を
始
め
沢
山
の
方
々
に
御
参
拝
を
い
た
だ
き

ま
す
。初
め
て
の
御
参
拝
、毎
日
の
御
参
拝
、お
願
い
ご
と
で
の
御
参
拝
、神
恩
感
謝
の

御
参
拝
、人
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
が
ご
ざ
い
ま
す
。こ
う
し
て
神
社
で
出
会
う
こ
と
が
当

た
り
前
で
は
な
い
世
の
中
で
、こ
の
よ
う
に
崇
敬
の
御
参
拝
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
に
対

し
、一
期
一
会
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
勉
強
会
で
あ
り
ま
し
た
。

(

賀
茂
別
雷
神
社　

米
山　

裕
貴
）
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夏
期
セ
ミ
ナ
ー

去
る
令
和
四
年
八
月
三
十
日
・
三
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、令
和
四
年
度

神
道
青
年
全
国
協
議
会
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
が
現
地
並
び
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
の
研
修
形
式
で
行
わ
れ
た
。

全
国
各
地
よ
り
青
年
神
職
が
集
い
、京
都
か
ら
は
現
地
に
て
三
名
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
一
名
が
参
加
し
た
。

本
年
の
研
修
会
で
は『
意
識
改
革
～
多
様
化
す
る
社
会
に
適
応
す
る
た
め
に

～
』を
主
題
と
し
た
研
修
会
で
あ
っ
た
。

第
一
講
で
は
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
、モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、皇

學
館
大
学
文
学
部
神
道
学
科
助
教
で
あ
る
高
野
裕
基
先
生
、パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、

太
宰
府
天
満
宮　

権
禰
宜
高
山
博
子
さ
ん
・
荘
内
神
社　

権
禰
宜
石
原
和
香
子

さ
ん
の
三
名
に
よ
り「
女
性
ら
し
さ
と
現
代
の
神
社
」と
題
し
て
、女
子
神
職
を
め

ぐ
る
諸
問
題
や
日
々
変
化
す
る
現
代
の
神
社
に
お
け
る
女
子
神
職
の
役
割
や
可

能
性
、女
子
神
職
と
し
て
日
々
の
社
務
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
お
二
人
の
ご
経
験
に

つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
用
い
て

社
務
の
第
一
線
で
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
お
二
人
の
お
話
を
お
聞
き
し
、今
後
の
神

社
会
で
の
女
子
神
職
の
可
能
性
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

第
二
講
で
は
、元
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
岩
田
松
雄
先

生
よ
り「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
私
た
ち
の
存
在
理
由
」と
題
し
て
企
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く

為
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
や
自
分
が
興
味
の
な
い
分
野
へ
の
視
点

を
向
け
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
ご
講
義
を
頂
い
た
。奉
務
を
し
て
い
く

中
で
、我
々
神
職
は
、神
社
・
世
の
中
を
良
く
す
る
た
め
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
＝
使
命
を

持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

第
三
講
で
は
神
社
本
庁
総
合
研
究
所
総
合
研
究
部
長
浅
山
雅
司
先
生
よ
り

「
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
神
社
で
の
対
応
を
考
へ
る
」と
題
し
て
多
様
化
す
る
現
代

社
会
に
お
け
る
神
符
守
札
の
取
り
扱
い
や
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
対
す
る
神
社
の

考
え
方
に
つ
い
て
ご
講
義
を
頂
い
た
。時
代
や
社
会
構
造
の
変
化
に
応
じ
た
新
た

な
変
革
が
求
め
ら
れ
る
中
で
新
し
い
も
の
へ
の
利
便
性
や
利
益
性
の
み
に
目
を
向

け
る
の
で
は
な
く
、ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
を
理
解
し
仕
組
み
や
対

象
と
な
る
法
制
度
を
明
確
に
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
。

全
三
講
義
を
終
え
、こ
の
多
様
化
を
す
る
時
代
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
で
新
し
い
考
え
方
を
進
ん
で
学
び
、知
識
を
蓄
え
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
、ま
た
、今
後
の
社
務
を
行
っ
て
い
く
上
で
、自
分
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
神
社

と
し
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

（
石
清
水
八
幡
宮　

原　

彰
紀
）

中
央
報
告

中
央
報
告
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令
和
四
年
度
神
職
の
た
め
の
神
宮
研
修
会

令
和
四
年
九
月
二
日（
金
）W
E
B
会
議
シ
ス
テ
ム「
Z
o
o
m（
ズ
ー
ム
）」を

用
い
て
神
職
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、主
題
を「
斯
界
を
担
う
青
年
神
職
の
た
め
に
～

地
域
に
お
け
る
神
宮
奉
賛
の
要
と
し
て
～
」と
し
て
全
国
各
地
よ
り
約
一
三
三
名

が
参
加
し
た
。

 

先
ず
第
一
講
で
は
、神
宮
権
禰
宜
・
頒
布
課
長
兼
奉
製
課
長
の
小
針
孝
裕
先
生

か
ら「
神
宮
大
麻
に
つ
い
て
」と
題
し
て
ご
講
演
を
賜
っ
た
。本
年
は
明
治
天
皇
の
尊

い
思
召
し
に
よ
り
、神
宮
大
麻
が
全
国
の
ご
家
庭
に
お
頒
ち
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
一
五
〇
年
の
節
目
を
迎
え
る
。改
め
て
神
宮
大
麻
の
誕
生
や
大
麻
頒
布
の
変

遷
に
つ
い
て
、時
代
背
景
を
踏
ま
え
な
が
ら
説
明
い
た
だ
い
た
。

 

第
二
講
で
は
、神
宮
権
禰
宜
・
広
報
課
長
補
佐
の
中
西
直
樹
先
生
か
ら「
神
宮

と
式
年
遷
宮
に
つ
い
て
」と
題
し
て
ご
講
演
を
賜
っ
た
。神
宮
式
年
遷
宮
の
構
成
や

そ
の
由
緒
に
つ
い
て
、写
真
を
用
い
な
が
ら
詳
細
に
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

 

今
回
こ
の
研
修
会
を
受
講
し
、神
宮
に
つ
い
て
の
歴
史
や
祀
り
、式
年
遷
宮
の
意

義
な
ど
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。そ
れ
ぞ
れ
が
先
人
達
の
弛
み
無
き
努

力
に
よ
り
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、改
め
て
再
認
識
す
る
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
。我
々
神
職
は
こ
れ
か
ら
も
神
宮
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、先
人
達
か

ら
受
け
継
い
だ
神
道
の
心
を
現
代
か
ら
次
世
代
へ
守
り
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
う
。こ
の
学
び
を
糧
に
、日
々
の
神
明
奉
仕
に
邁
進
さ
せ
て
い
た
だ
く

所
存
で
あ
る
。

（
平
安
神
宮　

久
野　

孝
弘 

）
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新入会員紹介 ①氏名　②生年月日　③出身地
④奉職先　⑤ストレスがたまったときの解消法

①金丸 敬平
②平成９年３月４日
③徳島県
④御香宮神社
⑤スポーツ観戦

①白石 直正
②平成１１年８月２５日
③岡山県倉敷市
④吉田神社
⑤ひたすら寝ることで
　解消する

①三木　翼
②平成１１年4月２８日
③滋賀県大津市
④御香宮神社
⑤神社の近くにある
　大中ラーメンを食べること
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新入会員紹介 ①氏名　②生年月日　③出身地
④奉職先　⑤ストレスがたまったときの解消法

①井出　蒼
②平成１１年１１月１８日
③長野県
④八坂神社
⑤飲みに行く

①上坂 理陽
②平成 11 年 12月9日
③三重県
④城南宮

①伊藤 陽馬
②平成元年７月29日
③福岡県
④大将軍八神社
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編
集
後
記

今
号
は
、
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
の
特
集
ペ
ー
ジ
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
広
く
会
員
の
皆
様
と
共
に
行
う
事
業
を
開

催
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
号
の
特
集
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
少
し
で
も
思
い
出
を
分

か
ち
合
い
、
来
る
創
立
七
十
五
年
記
念
事
業
を
取
り
進
め
る
際
の
一
助
と
な
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
今
号
作
成
に
際
し
ま
し
て
、
ご
多
忙
の
中
原
稿
の
執
筆
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
、
誠
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
号
が
今
期
の
最
終
号
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
『
山
紫
水
明
』
作
成
に
励
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
何
卒

ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
会
）

『
山
紫
水
明
』 

第
一
四
四
号

　
　
題
　
字
　
　
頼
新
先
生

　
　
編
　
集
　
　
広
報
委
員
会

　
　
発
行
所
　
　
京
都
府
神
道
青
年
会

　
　
発
行
日
　
　
令
和
五
年
一
月
三
十
日

　
　
印
　
刷
　
　
株
式
会
社
ユ
ニ
テ
ィ
ー
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